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トリパノゾーマおよびリーシュマニアはともに血液あるいは種々の組織に寄生
する鞭毛虫類で，核外 DNAからなる kinetop1ast と呼ばれる特有な器官をも
っ原虫であるが，両者は異なった病変，異なった伝播の型をとりながら，無背椎
動物(すなわち媒介昆虫)における発育の過程において同ーの形態を示し得るこ
とから，系統発生的に同一種の生物から分化したものと考えられている。このう
ち，T.り'Panosomagambienseおよび T.rhodesienseはともに睡眠病の病原体であ
りアフリカに，T. cruziはシャーガス病の病原体として南米にみられるものであ
る。また，Leishmania donovaniは ka1aazar (黒熱病)と呼ばれる内臓リーシ
ュマニア症の病原体として，インド・中近東・中国その他に，L. tropicaは皮膚
リーシュマニア症の病原体で地中海治岸・中近東に分布しており，さらに皮膚以
外に粘膜をも侵す L.brasiliensisは南米に分布している。
本書は，これらの疾患の疫学，病原性，免疫学，分類学的諸問題，原虫の微細
構造，栄養代謝および化学療法と薬剤抵抗性など， 広汎な問題について， 1973 
年 2月 Caracas(Venezue1a)で開催された国際シンポジウムの論文，討議を収
録したものである。
その中から興味ある論文を 2，3紹介すると，たとえば，T. gambiense (T. g.) 
も T. rhodesiense (T. r.) も同じ睡眠病の原因となり，同じ T. brucei (家畜な
どヒト以外の動物に感染する)の亜種と考えられるにもかかわらず，感染の疫学
を考える場合，両者は大いに異なっている。 T.g.は他の動物(主として有蹄類)
よりもヒトに感受性が強く，ヒトの血中に出現する原虫の数も媒介昆虫であるツ
ェツェパエに伝播されるのに十分な程存在する。しかも感染したヒトの経過は， 
T. r.の場合よりも緩慢であることからツェツェパエとの接触の機会も増大し，
従ってこの場合には有蹄類よりもヒトが伝播のサイクノレに重要な役割を果してい
る。一方，T.r.の場合には， ヒトでは病気の経過は急速かっ重篤であり死に至
る場合が多く，ツェツェパエとの接触の機会は減少する。しかし，有蹄類などに
も十分感受性があり，それらにおける parasitemia の程度も媒介昆虫への伝播
が容易に起こり得るものであり，この場合にはヒトよりも有蹄類が伝播のサイク
ルに重要なわけである。先日の医学会総会でも取り上げられた人畜共通症 (zo.: 
nosis)を考える場合，このような観点からの疫学的研究は見過すことのできない
ものの一つであろう。 
T. cruzi感染によって起こるシャーガス病は，虫体侵入部位の浮腫，リンパ腺
の腫脹などの初発症状のほかに，慢性期における心筋障害を特徴的な症状のーっ
としており，その病因は心筋内における虫体増殖の結果であると考えられていた
が，本シンポツウムにおいて，神経節細胞の崩壊，減少による中枢および末梢神
経系の障害によることが明らかにされた。この neuropathyの結果，心筋肥大，
房室の拡大のほかに，剖検例の 50%以上に心尖部の aneurysmが見出され，巨大
結腸，巨大食道，気管支拡張など全身の筋組織に障害が及ぶことが示されている。
さらに，最近，マラリア， トキソプラズマなどの原虫感染によって宿主の免疫
能が低下することが知られてきているが，この現象がトリパノゾーマ感染によっ
ても起こることがこのシンポジウムでも報告されているけれども，それを細胞レ
ベルで解析するまでには至っていないのは物足りないことである。また，代謝お
よび化学療法についても，種々の問題を提起して終っている。
いずれにしても，これらの疾患が重要な熱帯病であり，多くの日本人が南米を
はじめとして熱帯各地に，定住者としてあるいは旅行者として進出レ寵患の危険
にさらされているにもかかわらず，わが国の研究者の層も関心もきわめて薄い現
状であることを思うと， I将来の研究のために重要な方向を明らかにするj こと
をねらった本シンポジウムの記録は，わが国の研究者・臨床医にとって，きわめ
て貴重な情報であるといわねばならない。(小島荘明)
〔千葉医学 51，132，1975) 
